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都市システムからみた九十九里地域における
茂原市の中心性とその変容

駒木伸比古・李　虎相・藤野　翔・山下清海
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Ⅰ　はじめに

Ⅰ－１　研究目的
　近年，日本の地方中心都市における中心性の低
下が指摘されている。特に商業機能についてみる
と，中心商店街の衰退が著しい。山川（2004）に
よれば，地方都市における中心商業地の盛衰分岐
点は人口20～30万であり，10万以下の地方都市に
おける中心商店街の衰退は加速度的に進んでい
る。この要因には，モータリゼーションに伴う自
動車を利用した購買行動の台頭や，大規模小売店
舗法の改正による大型店出店の規制緩和などが挙
げられる。これらを背景として，郊外のバイパス
道路にはチェーンストアによる大型店舗の進出が
目覚ましい一方で，既存の商店街では店舗の閉鎖
が相次いだ。その結果，従来からの中心商店街は
人通りのまばらな「シャッター通り」と化し，商
店街としての機能を失いつつある。また，地方中
心都市なかには地場産業を有するものも多いが，
代替品の登場や時代の変化などによる需要の減少
から，それらの産業が衰退の傾向を辿る都市もあ
る。
　しかし，市町村という行政単位でみた場合，地
方中心都市の中心性が衰退しているとは一概にい
えない。商業機能についてみれば，前述のように
郊外ロードサイドへ大型店の進出が激しいが，そ
の郊外ロードサイドは同一市町村内であることが

多い。このような場合，周辺市町村からみれば地
方中心都市は購買行動先であることに変わりはな
い。また，国・県の出先機関や銀行などに代表さ
れるような金融・サービス業は，従来からの地方
中心都市に立地することが多い。
　以上のように，地方中心都市のなかには依然と
して中心地として認識され続けている都市もあ
る。このような都市の中心性がいかに持続されて
きたかを示すことは，今後ますます加速すると考
えられる地方都市を取り巻く状況の変化を研究す
る上で必要であろう。そこで本稿では，地方中心
都市の典型的な例である千葉県茂原市を事例と
し，中心性とその変容を明らかにすることを目的
とする。

Ⅰ－２　研究対象地域の概要
1）現在の茂原市
　本稿で事例とする千葉県茂原市は，第二次大戦
前より天然ガスを利用した工業が発達し，近年で
は各種電子・化学工場が誘致されるなど，従来か
ら九十九里地域１）における工業および商業に関
する中心地として位置づけられてきた。また，茂
原市には県民センター，県税事務所，県民福祉セ
ンターといった千葉県の出先機関が立地してお
り，行政の中心地でもある。
　茂原市は東京都心から74㎞の千葉県東部に位置
し，北は千葉市，大

おおあみしらさとまち
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柄
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生村
と接する（第１図，第２図）。2005年10月現在の
人口は94,662であり，2000年10月の人口93,779と
比較すると，最近５年間で1,000人近く増加した。
現在はJR外房線（特急）を利用した場合，JR茂
原駅と東京駅とは約51分で直結しており，また千
葉市とは千葉外房有料道路により連結している。
このように市内から都心部へのアクセスが良いた
め，近年では東京大都市圏の一役を担う郊外の地
方都市として大規模住宅地，ミニ開発住宅地の造
成が行われており，茂原市は東京都中心部および
千葉市への通勤者のベッドタウンとなっている。
　一方，茂原市周辺地域に目を向けると，勝浦市
から30㎞，大原町から22㎞，東金市から18㎞の距
離に位置する。茂原市内には国道128号，国道409
号，茂原環状線が整備され，周辺地域との接続は
良好である。

２）商業・流通業からみた茂原市の成り立ち
ⅰ）近世以前
　茂原市の起源は，鎌倉時代に成立した妙光寺（現
在の藻

そうげんじ

原寺）門前集落に遡る。しかし，本格的な
町づくりの開始は戦国時代から近世にかけてであ
る。
　近世初期，近江，伊勢，摂津，備前，備中など
西国から商人が移住した。そして，現在の本町が
1559（永禄２）年に，昌平町が1602（慶長７）年
に，銀座通りが1689（元禄２）年にそれぞれ成立
した（茂原市編纂委員会編，1966）。また1606（慶
長11）年に，一ノ宮，長

ちょうなん

南，本
ほんのう

納，大網の４ヵ村
とともに六斎市が開設され２），周辺農民が労働の
合間に商売を行っていた３）。当初は本

ほんじゅく

宿（現在の
本町）と新

しんじゅく

宿（現在の昌平町）の２ヵ所で開設さ
れていたが，1689（元禄２）年より新町（現在の
銀座通り）が加わった。こうして，近世の茂原村
は周辺農村との経済的なつながりを背景に，在郷
町４）として発展した。
　さらに近世の茂原村には，公用人貨の駄送等を
請け負う運送家業である「駄賃つけ」が存在した
（茂原市編纂委員会編，1966，p.411）。第３図に，

文政期（1818～1829年）の「江戸街道」５），継場
６），茂原村助郷村７）の位置を示した。茂原村は
台地と平野の接触線付近に位置しており（菊地，
1976），「江戸街道」の継場に指定され，交通の要
衝であった。また図中に示されているように，茂
原村の助郷村25ヵ村が「江戸街道」に沿う形で台
地上まで分布し，その範囲は最も遠い船木村，山
根村で６㎞あまりとなっていた。これら助郷村は，
寄生主である茂原村と人馬や金銭などといった物
流面のつながりを有していた。したがって，助郷
村の分布範囲は，当時の茂原村の経済勢力圏に一
致すると考えられる。
　このように，近世の茂原村は六歳市が開設され
るだけでなく「江戸街道」の継場に公認されてい
たことからみても，当時の茂原村は近郷における
商業・流通業の中心地であった。
ⅱ）近代～現代
　近代になっても商業の中心は本町と昌平町であ
り，その傾向は昭和初期まで続いた。茂原村より
東側，現在の茂原市東部市街地（榎

えのき

町～大芝）の
開拓は，明治後期から昭和初期にかけて行われた。
その契機となったのが1897（明治30）年の現JR
茂原駅の開業であり，駅前では区画整理や水田の

図1 研究対象地域
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第１図　研究対象地域
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埋め立てが行われ，最東部の大芝まで養鶏業者が
入植した。
　その後国道128号線が整備され，1950年代後半
からは銀座通りが中心地として発展した。しかし，
車両交通の増加や店舗の老朽化により，1970年代
前半には榎町にその中心地が移動した。さらに大
型商業施設である「ジャスコ」や「サンヴェル」
の開業により，1970年代後半からはJR 茂原駅前
が商業の中心地となった。

　これら一連の移動経歴は，現JR 茂原駅方面へ
の東進といえる（第４図）。現在の茂原市の中心
市街地は，本町・昌平町・銀座通り・榎町・駅前
に渡る東西約１㎞の範囲であるが，中心地として
の地位は低下し，いずれの商店街でも空き店舗化
が進み，「シャッター通り」と化している（写真１）。
　さらに，1989年の「アスモ」８）開業の頃より，
郊外の国道128号，国道409号沿いにロードサイド
ショップが進出し始めた（写真２）。第５図をみ

第２図　千葉県の行政区分
行政界および市町村名は2002年４月１日のものである。1991年４月１日に袖ヶ浦町が袖ヶ浦市に，
1992年4月1日に八街町が八街市に，1996年4月1日に印西町が印西市にそれぞれ昇格した。
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図2 千葉県の行政区分

 行政界および市町村名は2002年4月1日のものである．1991年4月1日に
袖ヶ浦町が袖ヶ浦市に，1992年4月1日に八街町が八街市に，1996年4月
1日に印西町が印西市にそれぞれ昇格した．
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ると，茂原市では小売業店舗数が伸び悩んでいる
が１店舗あたり売場面積は1990年代以降増加して
おり，その値は千葉県および全国の平均値を上
回っている。近年は飲食店，専門物販店，カー

ディーラーなどが集積し，店舗の大型化が進んで
いる（竹林，1999）。また，榎町や駅前から地元
商店が支店を構える事例もみられた。
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茂原村助郷村，継場は現存する地名により抽出した．
「江戸街道」は推定位置を添付した．
茂原村，高師村は2村合同の継場に公認され，高師村は茂原村助郷村も兼ねる．
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第３図　文政期（1919～1829年）における茂原村助郷村の分布
茂原村助郷村，継場は現存する地名により抽出した。
「江戸街道」は推定位置を添付した。
茂原村，高師村は２村合同の継場に公認され，高師村は茂原村助郷村も兼ねる。
 （『ふるさと茂原のあゆみ』により作成）

写真１　茂原市中心部の商店街
空き店舗が増加し，「シャッター通り」化が進んでいる。

（茂原市高師）

写真２　国道128号線沿いの大型店（茂原市腰当）
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Ⅰ－３　研究方法
　九十九里地域の中心都市である茂原市の中心性
を示すにあたり，本稿では都市システムの概念を
導入する。都市システムとは，資本・物資・人口
の流動，情報の交換，イノベーションの拡散，経
済変動の波及などを通じて互いに依存しあう都市
の集合体を包括的に意味する概念であり，都市シ
ステム研究は，都市を点とみなして都市間関係を
強調するものである（村山，1994）。このように，
都市間の相対的関係から，都市群（市町村）の機
能的結合および階層性を示すことが可能であるた
め，本稿の目的である茂原市の中心性とその変容
を示すにあたり適した分析概念といえよう。
　なお，この種の研究は通勤や購買行動，交通
流動といった都市間流動を分析対象にするもの
と，各都市における経済的指標や事業所や施設な
どの立地数といった都市属性を分析対象にするも
のの２種類に分類されるが，本稿では前者の方法
を用いることにした。このような研究には，交

第５図　茂原市における小売業店舗数および１店
舗あたり売場面積の推移（1972～2002年）

 （「商業統計」により作成）

  

第４図　茂原市における中心商店街の推移
図中の番号は，中心地としての移動経歴を示す。
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通流動を扱った林（1974，1975），奥井（1980），
Murayama（1982）， 杜（1999）， 北 田（2000），
須山（2004）や，通勤流動を扱った藤巻（1978）
などが挙げられる。また，貨物流動を扱った村山
（1984a，1984b）や，人口移動を扱った森川（1985），
モデルに基づき算出した都市間流を用い，分析に
GIS を援用したDu（2001）などの研究も注目さ
れる。
　なお，これらの先行研究では単一の指標が用い
られることが多かった。しかし，元来都市の中心
性とは様々な要因に基づき表れるものであり，複
数の指標によって分析されるべきであろう。そこ
で本稿では，都市間流動において主要な要素であ
る購買行動，通勤，自動車交通の３つを分析対象
とした。さらに，それぞれを個々に分析するだけ
でなく，３つの指標を標準化し，総合的な分析も
試みることにする。
　都市システム，すなわち各市町村の階層性およ
び連結体系を示すにあたり，本稿では最大流動法
を用いる。各指標ごとに千葉県内における市町村
間流動によるOD行列（80×80）９）を作成し，各
市町村における他市町村への最大流動に基づき下
位市町村 iから上位市町村 jへ流動線を描く（こ
の場合，「 iは jに従属する」もしくは「 iは jの
下位地域である」と表現する）。ただし，以下の
制約条件を加える。
　（1）自市町村内の流動は考慮しない。
　（2） iへの総流入量より小さな jに iの最大流

動が向かっている時には，流動線は描かな
い。

　（3） iが jに従属しており，さらに jが他市町
村 kに従属しているならば， iは kにも従
属しているとみなす。またこの場合，ｊは
kのシステムにおけるサブシステムを形成
していると表現する。

（4）　 jはその下位地域である iには従属しない。
　なお，各市町村のランク付けにあたっては，全
システムの階層数 nを把握したのち，下位地域を
有しない市町村のランクを nとし，それから順次
上位に n‒1， n‒2，…のようにランク付けする。

さらに，下位市町村から上位市町村への連結の強
さを示す指標として，連結度10）を用いる。
　以上の条件に基づき，各指標ごとに千葉県にお
ける都市システムの構造を概観する。続いて千葉
県全体における茂原市の地位およびその変化を確
認し，茂原市の下位地域の変化や周辺市町村との
連結度の変化について考察する。最後に，各指標
を統合して分析し，九十九里地域における茂原市
の中心性とその変容を示す。

Ⅱ　購買行動からみた茂原市の地位と購買圏の変容

　購買行動とは，居住者が商品の購入を目的に移
動する行動を指す。一般に商業機能の集積した都
市ほど購買行動の目的地となりやすい。都市シス
テム研究において，しばしば用いられる指標であ
る。
　茂原市における小売業の年間販売額の推移を
県内上位５都市と比較したものが第６図である。
1970年から1991年の期間においてはその増加量が

第６図　千葉県内における小売業年間販売額の推
移（1970～2002年）

（「商業統計」により作成）
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図6 千葉県内における小売業年間販売額の推移（1970～2002年）

（「商業統計」により作成）
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県内他都市よりも緩やかであり，県内における相
対的地位は次第に低下した。1991年以降は船橋市，
松戸市，市川市などの販売額は減少したが，茂原
市の相対的な地位の変化はみられなかった。しか
し，九十九里地域における他の主要都市と比較す
ると，茂原市の成長および優位性が認められる（第
７図）。1970年から1997年にかけての増加は，他
都市と比較して突出している。1997年以降はやや
減少傾向にあるもののその値は依然として高く，
九十九里地域における商業集積地であることが指
摘できよう。
　なお，本章で分析する都市間流動データには，
「平成13年度消費者購買動向調査報告書」およ
び「昭和63年度千葉県商圏調査報告書」を使用
した11）。 

Ⅱ－１　千葉県における都市システムとその変容
　Ⅰ－３で示した方法により，千葉県の都市シス
テムを示したものが第８図であり，システムの模
式図を示したものが第９図である。1988年には千
葉県全体の階層数は４，システム数は６であった。

図7 九十九里地域における主な都市の小売業年間販売額の推移（1970～2002年）

（「商業統計」により作成）
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第７図 九十九里地域における主な都市の小売業
年間販売額の推移（1972～2002年）

 （「商業統計」により作成）
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図8 購買行動からみた千葉県の都市システム

（「平成13年度消費者購買動向調査報告書」および「昭和63年度千葉県商圏調査報告書」により作成）

第８図　購買行動からみた千葉県の都市システム
（「平成13年度消費者購買動向調査報告書」および「昭和63年度千葉県商圏調査報告書」により作成）



－8－

茂原市（10）茂原市（10）

茂原市（10）茂原市（10）

銚子市

八千代市

旭市（4） 八日市場市（1）

野田市（1）

市川市（1）

木更津市（4） 館山市（9） 鴨川市（1）

八街市（1）

佐倉市（1）

柏市（5） 松戸市（1）

横芝町（1）千葉市（9）

成田市（6）

東金市（5）

松尾町（1）

大原町（1）

佐原市（4） 小見川町（2）

船橋市（3） 八千代市（2） 印西町（1）

船橋市（3） 市川市（1）

八街市（1）

柏市（5） 野田市（1）

印西市（1）

木更津市（2） 君津市（2） 館山市（9） 鴨川市（2）

東金市（4）

小見川町（1）佐原市（3）

佐倉市（1）

大原町（1）千葉市（6）

成田市（11） 旭市（6） 八日市場市（3）

Ⅰ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ Ⅳ

19
88

年
20
01

年

孤立結節地

銚子市

孤立結節地

図9 購買行動からみた千葉県の都市システムモデル図

（「平成13年度消費者購買動向調査報告書」および「昭和63年度千葉県商圏調査報告書」により作成）

カッコ内の数値は直接連結する下位地域数を示す．
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第９図　購買行動からみた千葉県の都市システム模式図
カッコ内の数値は直接連結する下位地域数を示す。

（「平成13年度消費者購買動向調査報告書」および
「昭和63年度千葉県商圏調査報告書」により作成）
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県中央部には最大規模である千葉市を頂点とする
システムが位置し，そのサブシステム数は７，総
下位地域数は31となっている。その他には，房総
半島南部には木更津市，北東部には佐原市，北西
部には船橋市および柏市がそれぞれシステムを形
成している。2001年になると，全体の階層数は５，
システム数は７になった。最も高次のシステムを
形成しているのは南部に位置する木更津市である
が，最大規模であるのは1988年と同じく中央部に
位置する千葉市を頂点とするシステムであり，そ
のサブシステム数は３，総下位地域数は22となっ
ている。その他には，北西部には柏市および船橋
市，北部には成田市，北東部には佐原市がそれぞ
れシステムを形成しているが，各システムの下位
地域（購買圏）は，1988年のそれとさほど変わら
ない。
　なお，1988年，2001年ともに１次結節地（全シ
ステムにおける頂点）となったのは木更津市であ
る。これは，1988年に館山市は木更津市に直接連
結していたが，2001年になると君津市へ連結する
ようになったことが原因である。ただし，木更津
市を頂点とするシステムの総下位地域数は15に過
ぎない。成田市および千葉市は２次結節地にラン
ク付けされているが，下位地域数はそれぞれ28，
22である。したがって，2001年において１次結節
地となった木更津市は階層的には頂点に位置づけ
られるが，実質的には他の２次結節地と大差ない
といえよう。
　年次によるシステムの変化について概観する
と，成田市の地位が著しく向上していることが注
目される。1988年では千葉市に直接従属する３次
結節地であり，サブシステムは有せず，総下位地
域数は６であった。しかし，2001年には２次結節
地となり，４つのサブシステムを有し，総下位地
域数は26となった。また，総流入世帯数による県
内順位も９位から２位へと上昇した。この原因と
して，成田市への巨大ショッピングセンターの進
出12）により，周辺市町村からの購買行動が増加
したことが挙げられよう。それにともない，千葉
市システムの規模は縮小した。

　各市町村間の連結度についてみると，1988年に
は三芳村→館山市（95.0ポイント）が最も高く，
次いで君津市→木更津市（94.4ポイント），富浦
町→館山市（93.5ポイント）となった。このよう
に，千葉県南部における市町村間の連結度は他地
域と比べて高くなる傾向にある。これは，他地域
との交通路が限定されているためだと考えられ
る。2001年になると，関宿町→野田市（97.0ポイ
ント）が最高値を示し，続いて海上町→旭市（92.6
ポイント），千倉町→館山市（92.3ポイント）となっ
ており，前述の傾向はやや緩和されたといえよう。

Ⅱ－２　茂原市システムの概要とその変容
　茂原市は1988年，2001年ともに千葉市に従属す
る２次結節地である。千葉市のサブシステムの中
では最も規模が大きい。総下位地域数は11，サブ
システム数は１であり，ともに経年変化はみられ
ない。下位地域（購買圏）に該当するのは，一宮町，
睦沢町，長生村，白子町，長柄町，長南町，大多
喜町，夷隅町，大原町，岬町，御宿町の11町村で
あり，南九十九里地域に広がっている。また，こ
のうち大原町は，御宿町を下位地域とするサブシ
ステムを形成している。
　第１表に，各年における茂原市への連結度が５
ポイントを超える市町村を示した。茂原市の下位
地域における結節度の平均13）は72.0ポイントから
76.1ポイントに上昇している。最も連結度が減少
したのは長柄町（6.4ポイント減）であるが，連
結度は80ポイントを越えている。また，茂原市北
部に隣接する大網白里町は両年ともに茂原市の下
位地域ではないが，茂原市との連結度は大幅に上
昇（16.8ポイント増）した。 
　以上から，茂原市は両年とも南九十九里地域に
おいて有力なシステムを形成しており，下位地域
との結節性はやや強化されていることが明らかと
なった。
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Ⅲ　通勤行動からみた茂原市の地位と通勤圏の変容

　通勤行動とは，居住地から就業地への移動のこ
とであり，就業機会の多い都市ほど通勤行動の目
的地となりやすい。購買行動と同じく，都市シス
テム研究における指標として多くの研究で用いら
れてきた。第10図は1969年から2001年にかけての
事業所数を茂原市および県内上位５都市について
示したものである。茂原市における事業所数の増
加量は他都市と比較してわずかではあるが，一貫
して増加し続けている。九十九里地域の他の主要
都市と比較すると（第11図）さらにその傾向が鮮
明に現れ，約２倍の事業所が立地し，かつその増
加傾向も一貫している。本章では，データとして
「平成２年国勢調査」および「平成12年国勢調査」
それぞれに記載されている各市町村における他市
町村への就業者数を使用した14）。
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図10 千葉県内における事業所数の推移（1969～2001年）

（「事業所統計調査」および「事業所・企業統計調査報告」により作成）

1969～1991年は事業所統計調査，1996～2001年は事業所・企業統計調査報告の結果を用いた．
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第10図 千葉県内における事業所数の推移
 （1969～2001年）
1969～1991年は事業所統計調査，1996～2001年は事業
所・企業統計調査報告書の結果を用いた。
 （「事業所統計調査」および「事業所・企業統計

調査報告書」により作成）

第１表　購買行動からみた茂原市との連結度とその変化
1988年 2001年

連結度の変化
市町村名 購買世帯数 連　結　度 市町村名 購買世帯数 連　結　度
長 南 町 1,852 90.6 長 南 町 2,520 90.5 -0.2 
長 柄 町 1,657 87.3 長 生 村 3,462 88.4 9.0 
白 子 町 1,614 86.2 一 宮 町 2,082 88.2 -5.0 
一 宮 町 902 80.6 白 子 町 2,263 81.3 7.7 
長 生 村 1,997 79.4 長 柄 町 1,910 80.8 -6.4 
睦 沢 町 1,004 75.0 睦 沢 町 1,746 79.9 4.9 
夷 隅 町 493 62.2 大 多 喜 町 1,013 70.7 18.2 
大 原 町 1,025 58.3 夷 隅 町 910 68.9 6.6 
大 多 喜 町 599 52.4 大 原 町 1,112 65.8 7.6 
岬 町 1,166 47.5 岬 町 1,488 46.0 -1.4 
勝 浦 市 412 23.9 御 宿 町 523 29.9 6.4 
御 宿 町 218 23.5 大網白里町 1,243 25.9 16.8 
大網白里町 345 9.1 勝 浦 市 1,280 21.2 -2.7 

市 原 市 811 6.6 3.7 
（連結度）＝100×（茂原市への購買世帯数）/（各市町村における総発生購買世帯数）

連結度が５ポイントを越える市町村を記述した。
ゴシックは当該年において茂原市の下位地域に該当することを示す。

（「平成13年度消費者購買動向調査報告書」および「昭和63年度千葉県商圏調査報告書」により作成）
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Ⅲ－１　千葉県における都市システムとその変容
　1990年および2000年の都市システムについて示
したものが第12図である。また，システムの模式
図を第13図に示した。1990年においては千葉県全
体の階層数は５であり，システム数は７である。
県中央部には千葉市，南部には木更津市と館山市，
北西部は旭市，北東部は柏市がそれぞれシステム
を形成している。千葉市システムの規模が最大で
あり，そのサブシステム数は６，総下位地域数は
48であった。2001年になると，全体の階層数は変
わらないが，システム数は５に減少した。1990年
と同じく，県中央部には千葉市，南部には木更津
市と館山市，北西部は旭市，北東部は柏市がそれ
ぞれシステムを形成している。依然として千葉市
が最大のシステムを形成しており，そのサブシス
テム数は７から６に減少したものの，総下位地域
数は48から50に増加した。
　通勤行動による都市システムの特徴として，年
次による変化が小さいことが挙げられる。前述の
ようにシステムの階層数は変化しておらず，各市
町村間の連結関係についても，銚子市が旭市に組
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図11 九十九里地域における主な都市の事業所数の推移（1969～2001年）

（「事業所統計調査」および「事業所・企業統計調査報告」により作成）

1969～1991年は事業所統計調査，1996～2001年は事業所・企業統計調査報告の結果を用いた．

第11図 九十九里地域における主な都市の事業所
数の推移（1969～2001年）

1969～1991年は事業所統計調査，1996～2001年は事業
所・企業統計調査報告書の結果を用いた。
 （「事業所統計調査」および「事業所・企業統計

調査報告書」により作成）
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図12 通勤行動からみた千葉県の都市システム

（「平成12年国勢調査報告」および「平成2年国勢調査報告」により作成）

第12図　通勤行動からみた千葉県の都市システム
 （「平成12年国勢調査」および「平成２年国勢調査」により作成）
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（「平成12年国勢調査」および「平成2年国勢調査」により作成）
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第13図　通勤行動からみた千葉県の都市システム模式図
カッコ内の数値は直接連結する下位地域数を示す。

 （「平成12年国勢調査」および「平成２年国勢調査」により作成）
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み込まれた以外には変化がみられない。したがっ
て，通勤行動からみた千葉県の都市システムは，
ある程度頑健なものであるといえよう。
　なお，各市町村間の連結度についてみると，
1990年には三芳村→館山市（68.7ポイント）が最
も高く，次いで関宿町→野田市（66.3ポイント），
天津小湊町→館山市（64.4ポイント）となった。
2001年になると，天津小湊町→館山市（66.0ポイ
ント）が最高値を示し，続いて白浜町→館山市
（63.8ポイント），三芳村→館山市（63.7ポイント）
となり，Ⅱ－１とは異なり，房総半島南端におい
て連結関係が強化されている。

Ⅲ－２　茂原市システムの概要とその変容
　茂原市は両年とも千葉市に従属する３次結節地
であり，千葉市のサブシステムの中では成田市に
次いで２番目に大きな規模を有している。両年と
もに総下位地域数は10，サブシステム数は１であ

る。しかし，下位地域に該当する市町村は変化し
ており，勝浦市がシステムから脱退した一方で，
夷隅町がシステムに組み込まれた。2000年時点で
の下位地域（通勤圏）は，一宮町，睦沢町，長生村，
白子町，長柄町，長南町，夷隅町，大原町，岬町
の10町村である。
　第２表に，通勤行動からみた茂原市との連結度
が５ポイントを越える市町村を示した。これをみ
ると，夷隅町を除くいずれの下位地域も連結度は
やや減少し，下位地域におけるその平均15）も36.4
ポイントから35.6ポイントへと，わずかに減少し
た。しかし，下位地域に該当しない市町村につい
ては，勝浦市を除き，わずかであるが連結度は上
昇した。
　以上より，茂原市は下位地域の範囲が若干変化
しているものの，南九十九里地域における有力な
システムを形成していることが明らかとなった。

第２表　通勤行動からみた茂原市との連結度とその変化
1990年 2000年

連結度の変化
市町村名 通勤者数 連 結 度 市町村名 通勤者数 連 結 度
長 南 町 1,610 49.9 長 南 町 1,326 48.1 -1.7 
長 生 村 1,384 47.5 長 生 村 1,811 44.9 -2.6 
睦 沢 町 1,009 44.1 白 子 町 1,195 42.1 -0.4 
白 子 町 1,051 42.5 一 宮 町 918 38.9 -0.8 
一 宮 町 875 39.7 睦 沢 町 976 38.2 -5.9 
長 柄 町 847 37.2 長 柄 町 829 36.3 -0.9 
岬 町 888 28.1 岬 町 843 25.6 -2.5 
大 原 町 903 24.1 夷 隅 町 447 24.4 1.5 
夷 隅 町 424 22.9 大 原 町 876 22.2 -1.9 
大 多 喜 町 366 20.0 大 多 喜 町 391 20.7 0.6 
御 宿 町 286 18.9 御 宿 町 266 17.5 -1.4 
勝 浦 市 410 14.0 大網白里町 1,338 13.3 1.8 
大網白里町 778 11.5 勝 浦 市 356 11.7 -2.3 
東 金 市 433 5.7 東 金 市 700 5.9 0.2 

九十九里町 230 5.6 0.9 
（連結度）＝100×（茂原市への通勤者数）/（各市町村における総発生通勤者数）

連結度が５ポイントを越える市町村を記述した。
ゴシックは当該年において茂原市の下位地域に該当することを示す。
（「平成12年国勢調査」および「平成２年国勢調査」により作成）
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Ⅳ　自動車交通流動からみた茂原市の地位と

　　交通圏の変容

　ⅡおよびⅢでは，特定の目的による市町村間の
流動を分析対象とした。しかし，実際には多種多
様な目的により市町村間の移動が行われている。
そこで，本章では特定の目的に区分されていない
自動車交通流動を分析対象とする。
　分析対象とするデータには，「平成11年度道路
交通センサス」および「平成２年度道路交通セン
サス」を用いた。

Ⅳ－１　千葉県における都市システムとその変容
　自動車交通流動からみた1990年と1999年の千葉
県の都市システムを示したものが第14図であり，
システムのモデル図を第15図に示した。
　1990年における千葉県全体の階層数は４，シス
テム数は９である。中央部には最大規模である千
葉市を中心とするシステムが存在し，サブシステ
ム数は４，総下位地域数は18である。その他，南
部には館山市，木更津市，大原町が，北東部には

成田市，佐原市，旭市，横芝町が，そして北西部
には柏市，船橋市がそれぞれシステムを形成して
いる。1999年になると，全体の階層数は変化しな
かったが，システム数は13に増加した。1990年の
結果と同じく, 県中央部には千葉市を最終結節地
として形成されたシステムが最大の規模を有して
おり，そのサブシステム数は５，総下位地域数は
19である。その他，南部には館山市，木更津市，
鋸南町，大原町，大多喜町が，北東部には成田市，
佐原市，旭市，横芝町が，北西部には船橋市，柏
市，野田市がそれぞれシステムを形成している。
　1990年と1999年を比較すると，南部および北西
部においてシステムの構造が大きく変化している
ことがわかる。特に，1990年において１次結節地
であった柏市は，1999年には３次結節地にまで降
格し，その総下位地域の数も８から４にまで減少
した。一方，船橋市は1999年に１次結節地に成長
し，そのサブシステム数および総下位地域数は増
加した。これらの変化は，システム内における白
井市および野田市の成長によるものである。また
南部では，大原町，鋸南町，大多喜町がそれぞれ

【1999年】【1990年】
N

結節地ランク

1次

3次
4次

2次

茂原市の下位地域
（交通圏） 0 40km

- 30
30 - 40
40 - 50
50 -

連結度（ポイント）

孤立結節地

図14 自動車交通からみた千葉県の都市システム

（「平成11年度自動車交通センサス」および「平成2年度道路交通センサス」により作成）

第14図　自動車交通からみた千葉県の都市システム
 （「平成11年度道路交通センサス」および「平成２年度道路交通センサス」により作成）
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独自のシステムを形成したことにより館山市を中
心として形成されたシステムの規模が縮小し，シ
ステムが細分化された。その他，北東部では，成
田市を中心に形成されたシステムが成長し，佐原
市システムの一部の下位地域が成田市システムに

編入された。最大規模のシステムである千葉市シ
ステムについては，南部の下位システムの変化に
より下位地域数が１増加したのみに留まった。
　市町村間の連結度についてみると，1990年にお
いては関宿町→野田市（74.1ポイント）が最も高

第15図　自動車交通からみた千葉県の都市システム模式図
カッコ内の数値は直接連結する下位地域数を示す。

 （「平成11年度道路交通センサス」および「平成２年度道路交通センサス」により作成）
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く，次いで三芳村→館山市（69.4ポイント），君
津市→木更津市（55.4ポイント）となった。1999
年には同じく関宿町→野田市（81.1ポイント）が
最も高く，次いで天津小湊町→鴨川市（69.6ポイ
ント），富浦町→館山市（64.8ポイント）となっ
た。房総半島南部における連結関係の強さだけで
なく，関宿町と野田市との連結関係の強さも示さ
れた。

Ⅳ－２　茂原市システムの概要とその変容
　茂原市は1990年，1999年ともに千葉市に属する
３次結節地であり，千葉市システムにおける最大
規模のサブシステムを形成している。茂原市の下
位地域についてみると，1990年に下位地域（交通
圏）であった夷隅町が1999年に大多喜町の下位地
域となりシステムから脱退したが，一方で1990年
に孤立結節地であった一宮町が1999年に茂原市の
下位地域としてシステムに編入された。したがっ
て，茂原市の総下位地域数（６）は変化していない。

　第３表は茂原市との連結度が５ポイントを超え
る市町村について，自動車交通からみた茂原市と
の連結度とその変化を示したものである。一宮町
（13.5ポイント増）や大網白里町（9.7ポイント増），
大多喜町（5.1ポイント増）などとの連結度が増加
した一方で，長生村（10.0ポイント減）や夷隅町
（7.3ポイント減），睦沢町（7.1ポイント減）などは，
茂原市との連結度が減少した。しかし，これらの
地域の茂原市への流動量をみると，一宮町（224％
増），長柄町（203％増）のように高い増加率を示
す町村もある。また，茂原市の下位地域には該当
しない市町村についても，大網白里町（172％増），
大原町（146％増），大多喜町（92％増），勝浦市（92％
増）のように，高い増加率を示す市町もみられる。
なお，茂原市とその下位地域との連結度は, 他地
域のシステムよりも比較的高い値を示す傾向にあ
る。これは茂原市が周辺地域に対する交通流動量
の吸引力が高いことを意味している。

第３表　自動車交通からみた茂原市との連結度とその変化
1990年 1999年

連結度の変化
市町村名 自動車交通量 連　結　度 市町村名 自動車交通量 連　結　度
長 生 村 4,798 52.6 長 南 町 4,092 45.5 0.7 
長 南 町 2,560 44.8 長 柄 町 4,000 44.9 1.7 
睦 沢 町 2,167 44.0 白 子 町 5,041 44.0 3.3 
長 柄 町 1,319 43.2 長 生 村 5,155 42.6 -10.0 
白 子 町 2,716 40.7 睦 沢 町 2,603 36.9 -7.1 
夷 隅 町 1,835 30.0 一 宮 町 2,568 27.8 13.5 
岬 町 1,210 17.2 大網白里町 6,287 24.0 9.7 
大網白里町 2,315 14.3 夷 隅 町 1,510 22.7 -7.3 
一 宮 町 793 14.3 大 原 町 2,092 16.9 4.6 
大 原 町 852 12.3 大 多 喜 町 1,323 15.4 5.1 
大 多 喜 町 690 10.3 岬 町 1,163 15.3 -1.9 
御 宿 町 279 8.3 御 宿 町 358 10.1 1.8 
東 金 市 1,686 6.2 勝 浦 市 811 8.1 3.8 

東 金 市 3,206 7.3 1.1 
市 原 市 4,907 6.1 1.6 

（連結度）＝100×（茂原市への自動車交通量）/（各市町村の発生総自動車交通量）
連結度が５ポイントを越える市町村を記述した。

ゴシックは当該年において茂原市の下位地域に該当することを示す。
（「平成11年度道路交通センサス」および「平成２年度道路交通センサス」により作成）
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Ⅴ　千葉県の都市システムと茂原市の中心性

　Ⅰで述べたように，茂原市の中心性とその変容
を示すにあたり，購買行動，通勤行動，自動車交
通量の３つの流動をそれぞれ分析するだけでは不
十分である。そのためには，千葉県の市町村間の
相互作用関係を総合的に分析し，千葉県の都市シ
ステムおよび茂原市の地位，そして茂原市の中心
性とその下位地域（都市圏）の広がりを把握する
必要がある。そこで本章では，前述の３つの指標
のOD行列を用いて新たな行列（以下，総合都市
システム行列とする）を作成し分析することで，
総合的な都市システムの提示を試みる。
　総合都市システム行列 Rを以下の式により定
義する。

R= P
max（P）

＋ C
max（C）

＋ T
max（T）

 　（1）

　ただし， P， C， Tはそれぞれ購買行動，通勤
流動，自動車交通量のOD行列であり，max（P），
max（C），max（T）はそれぞれのOD行列にお

ける成分の最大値である。また，Rの成分 rij（以
下，連結指数とする）は０≦ rij≦３を満たす。
　現在までの研究のように，１つの指標による分
析では，その結果が現実の都市システムを充分に
反映することが困難な場合が多い。しかし，本
稿のように異なる属性のODデータを用いること
で，より現実性の高い分析が可能であろう。

Ⅴ－１　千葉県における都市システムとその変容
　1990年代と2000年代16）における都市システム
を示したものが第16図であり，その模式図が第
17図である。1990年代における千葉県全体の階層
数は５，システム数は７であった。県中央部には
最大規模である千葉市を中心とするシステムが存
在し，その総下位地域数は38である。また，５つ
のサブシステムを有し，そのなかでは成田市を中
心とするサブシステムの規模が最も大きい。その
他，南部には館山市，木更津市が，北東部には旭
市，松尾町が，北西部には柏市，船橋市がそれぞ
れシステムを形成している。2000年代になると，
全体の階層数は４，システム数は８となった。県
中央部には，1990年代と同じく最大規模の千葉市

第16図　総合的指標からみた千葉県の都市システム
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図17 総合的指標からみた千葉県の都市システムモデル図
カッコ内の数値は直接連結する下位地域数を示す．

第17図　総合的指標からみた千葉県の都市システム模式図
 カッコ内の数値は直接連結する下位地域数を示す。
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システムが存在し，その総下位地域数は24である。
また，４つのサブシステムを有し，その中では茂
原市を中心とするサブシステムの規模が最も大き
い。その他，南部では館山市，木更津市が，北東
部では成田市，旭市，松尾町が，北西部では柏市，
船橋市がそれぞれシステムを形成している。
　1990年代と2000年代とのシステムを比較した場
合，最も注目されるのは成田市を中心に形成され
たシステムの成長である。1990年代では千葉市の
サブシステムであったが，2000年代では独立した
システムとして成長を遂げ，またサブシステム数，
総下位地域数ともに増加した。これは，成田市が
千葉県の北部地域の中心地として発展したことを
意味する。それに伴い，千葉市の下位地域は縮小
し，同時に旭市，船橋市それぞれのシステムにお
ける下位地域数も減少した。ただし，その他の地
域では大きな変化はあまりみられず，特に館山市，
木更津市を中心とするシステムが存在する房総半
島南部の地域ではほとんど変化していない。

　1990年代において最も高い連結指数を示すのは
市原市→千葉市（2.49）であり，続いて習志野市
→船橋市（1.697），市川市→船橋市（1.696）となっ
た。2000年代においても，最大連結指数は市原市
→千葉市（2.66）であり，以降，流山市→柏市（1.91），
四街道市→千葉市（1.59）と続く。いずれの年代
も千葉市周辺における都市への指数が高くなって
いる。また，連結指数の変化についてみると，関
宿町→野田市（231％増），山武町→八街市（210％
増），栄町→成田市（169％増），富里町→成田市
（163％増），酒々井町→成田市（163％増）などが
高い増加率を示している。成田市との連結指数が
高くなる傾向にあり，前述のように成田市の成長
を反映しているといえよう。
　各システム内における連結度についてみると，
1990年代では三芳村→館山市（70.1ポイント）が
最も高く，次いで白浜町→館山市（64.4ポイント），
千倉町→館山市（60.3ポイント），君津市→木更
津市（59.6ポイント），我孫子市→柏市（59.3ポイ

第４表　総合的指標からみた茂原市との連結度とその変化
1990年代 2000年代

連結度の変化
市町村名 連結指数 連 結 度 市町村名 連結指数 連 結 度
白 子 町 0.195 54.8 長 南 町 0.371 60.9 22.5 
睦 沢 町 0.301 53.6 長 生 村 0.495 58.4 6.6 
長 柄 町 0.236 52.1 白 子 町 0.374 54.5 -0.3 
長 生 村 0.289 51.8 長 柄 町 0.299 54.2 2.1 
一 宮 町 0.182 48.3 睦 沢 町 0.253 50.8 -2.8 
長 南 町 0.212 38.4 一 宮 町 0.273 48.3 0.0 
大 多 喜 町 0.125 30.9 夷 隅 町 0.133 34.5 12.8 
岬 町 0.109 27.5 岬 町 0.185 29.5 2.0 
大 原 町 0.151 26.1 大 多 喜 町 0.132 29.1 -1.8 
夷 隅 町 0.060 21.7 大 原 町 0.187 27.1 1.0 
御 宿 町 0.061 14.9 大網白里町 0.345 21.0 12.6 
野 栄 町 0.094 11.5 御 宿 町 0.062 20.0 5.1 
勝 浦 市 0.061 9.4 勝 浦 市 0.134 15.1 5.7 
芝 山 町 0.033 8.9 東 金 市 0.140 6.7 0.8 
大網白里町 0.075 8.4 市 原 市 0.246 5.0 1.6 
東 金 市 0.095 5.9 0.9 

（連結度）＝100×（茂原市への連結指数）/（各市町村の発生総連結指数）
連結度が５ポイントを越える市町村を記述した。

ゴシックは当該年において茂原市の下位地域に該当することを示す。
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ント）などが高い値を示している。一方，2000年
代においては，関宿町→野田市（80.3ポイント），
天津小湊町→鴨川市（78.8ポイント），富浦町→
館山市（74.5ポイント），三芳村→館山市（72.0ポ
イント）などにおける連結度が高くなっている。
このように，両年度ともに，館山市を中心として
形成されているシステムにおける連結度が高い。

Ⅴ－２　茂原市の中心性とその変容
　1990年代，2000年代ともに茂原市は千葉市シス
テムのサブシステムを形成している。いずれの年
代においてもサブシステム数は１，総下位地域数
は11であり，下位地域（都市圏）の構成に変化は
みられない。
　第４表は連結指数からみた茂原市との連結度と
その変化を示したものである。連結度が40ポイン
ト以上を示す町村について，1990年代においては
白子町や睦沢町，長柄町，長生村，一宮町が該当
し，2000年代では長南町や長生村，白子町，長柄
町，睦沢町，一宮町が該当する。連結度の変化を
みると，長南町（22.5ポイント増）や夷隅町（12.8
ポイント増），大網白里町（12.6ポイント増）な
どにおける連結度が増加する一方で，睦沢町（2.8
ポイント減）や大多喜町（1.8ポイント減），白子
町（7.1ポイント減）などとの連結度は減少した。
茂原市と各地域との連結指数についてみると，夷
隅町が122％の増加を，白子町と長南町が92％，
75％の増加をそれぞれ示した。その一方で， 睦沢
町は16％の減少を示した。
　このように，茂原市の下位地域数に変化はなく，
各市町村との連結関係は強化された。したがって，
茂原市を中心として形成されたシステムは極めて
頑健であり，茂原市は南九十九里地域の中心地と
しての地位を維持しているといえよう。

Ⅵ　おわりに

　本稿では，都市間の階層性および結節構造を考
慮できる都市システムの概念を用い，従来より
九十九里地域における中心都市としてみなされて

きた茂原市の中心性とその存続を示すことを目的
とした。その際には，購買行動，通勤行動，自動
車交通流動という性質の異なる３つの指標を用い
て分析することで，より多角的な視点から茂原市
の中心性を定量的に示すことを試みた。
　３つの指標それぞれについて分析した結果，多
少の違いはあるが，いずれの分析においても茂原
市は千葉市システム内における有力なサブシステ
ムを形成しており，南九十九里地域を下位地域と
するシステムを形成していることが示された。特
に，茂原市南部に広がる町村については，いずれ
の指標においても茂原市との連結関係は強固で
あった。これは，1990年代と2000年代を比較した
場合でも同様であり，茂原市が南九十九里地域の
中心都市として高い地位を占め続けていることが
示されたといえよう。
　さらに，現在までの都市システム研究における
問題点の一つであった，単独の指標による分析し
か行われてこなかった点を解決するために，上記
の３指標を統合して新たな指標を作成し，分析を
行った。その結果は，前述３つの指標のそれぞれ
の結果を踏襲するものであり，いずれの年代にお
いても茂原市が南九十九里地域において有力なシ
ステムを形成していることが明らかとなった。こ
れらの結果から，九十九里地域における茂原市の
中心性とその維持が確認できたといえよう。
　本稿は，市町村間の流動データに基づく階層性
と結節構造に着目した研究であるため，その要因
についての詳細な分析は行えなかった。茂原市の
中心性の維持や変容に関する原因を究明するため
には，各市町村毎における人口などといった属性
データを用いて分析する必要がある。例えば，購
買行動については，購買行動の集中と大型店出店
数との関係を考慮したり，張（1992）のように，
各市町村における店舗面積と人口を用いて買物行
動モデルを構築し，将来予測をしたりすることも
考えられる。また，昨今はGISなどの空間分析ツー
ルの発達が目覚しく，これらを利用することで，
Du（2001）のように都市システム研究をより詳
細かつ可視的に行うことも可能であろう。
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　本稿の執筆に際しては，茂原市役所経済部商工観光課，東金市役所企画政策部，勝浦市役所観光商工課，
茂原商工会議所，東金商工会議所，千葉県調整地域整備センター，千葉県商工労働部経営支援課，千葉
県総務部総務課，千葉県道路整備部道路環境課，国土交通省関東地方整備局道路部道路計画第二課をは
じめとする関係各所の皆様には，情報およびデータ収集，聞き取り調査などにおいて大変お世話になり
ました。また，調査においては田林　明教授をはじめとする筑波大学生命環境科学研究科の諸先生に終
始ご指導いただき，筑波大学大学院生命環境科学研究科院生の趙　耀龍氏，安河内智之氏には現地調査
にてご協力いただきました。以上，ここに厚くお礼申し上げます。
　なお，本研究には東京大学空間情報科学研究センターとの研究用空間データの利用を伴う共同研究（研
究番号63：地方中心都市機能の変化に関する地理学的研究―千葉県茂原市を事例として―）におけるデー
タの一部を利用した。

［注］
１） 橋詰ほか（2001）の定義に基づき，本稿では香取郡の干

ひかたまち

潟町，海
うなかみ

上郡および匝
そう さ

瑳郡市の３市町，山
さん

武
ぶ

町
まち

と芝
しばやままち

山町を除く山武郡市および長
ちょうせい

生郡市の７市町村の合計21市町村を指す．
２） 家康の関東入国時に上総茂原の地５千石を与えられた大久保治右衛門により，本納１・６，長南２・
７，大網３・８，茂原４・９，一ノ宮５・10の日と定められた（竹林，1999，p.406．）．

３） 商売の内容は，旅
はたご

籠家，餅商い，油屋，湯屋，紺
こん

屋
や

，かじや，荒
あらもの

物屋，枡酒屋，小
こ

間
ま

物
もの

屋，つき米屋，
呉服屋，小道具屋，飛脚屋，髪結床，干鰯屋，造り酒屋，醤油屋，質屋，だ菓子屋，あめやである（茂
原市編纂委員会，1966，p.411）．

４） 都市と農村との性格を併せ持つ集落形態を指す．周辺地域との有機的なつながりを特徴とし，兼業
農家的体質を残していた．近世，貨幣経済の浸透などにより発展した．

５） 一宮方面から茂原を経て国
こ

府
う

関
ぜき

・六
ろくじぞう

地蔵・潤
うる

井
い ど

戸・千葉・船橋・行徳から江戸に至る，当時東上総
で最も交通量の多かった幹線道路の名称であり，「房総往還街道」とも呼ばれた．「江戸街道」とは
現地の人々の呼称である．

６） 隣村の高
たか

師
し

村とともに，公・私用の旅行者，物資の輸送用に馬を数頭用意し，一定区間駄送していた．
７） 助

すけごう

郷制の成立年代に関しては諸説あるが，概して1637（寛永14）年の助馬令を起源としながら，1694（元
禄７）年に助郷が制度的に確立する．この背景には近世中期以降における街道交通量の増加がある．
なお茂原村助郷村の資料に定

じょうすけ

助，大
だいすけ

助，当
とうぶんすけごう

分助郷の区別はない．
８） 地元主導型の大規模小売店舗であり，1992年12月７日に茂原バイパス沿いに開店した（店舗面積：
12,390㎡）．

９） 千葉県は1972年５月１日に本納村（当時）が茂原市に編入してから2003年６月６日に関宿町が野田
市に編入するまで市町村界の変化はなく，この間の総市町村数は80で一定である．本稿の分析対象
年次は1990年代と2000年代の２ヵ年であるため，分析するOD行列の大きさはは80×80で一定であり，
年次比較を直接行っても問題はないだろう．

10） i がj に従属する場合の連結度Lij は以下の式にて定義される．

 Lij ＝100×
tij
Σ
j 
tij    　

（2）

 ただし，tij はi からj への流動量であり，i ≠j である．
11） これらの調査は，いずれも千葉県の各市町村の中学１年生および２年生の世帯を対象に行われたも

　さらに，本稿では市町村という行政単位を基礎
集計単位として用いた。しかし，市町村合併が進
む今日では17），各市町村における行政範囲が生活
圏と一致しなくなり，データと実情の乖離現象が

起こりつつある（田中，2005）。したがって，都
市（市区町村）を点とみなす都市システム研究で
は，可変単位地区問題（MAUP）についても留
意し，集計単位を再検討する必要があるだろう。
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のであり，人口に比例させて配布・回収されている．しかし，その回収数および回収率はまちまち
であり，その数値をそのまま使用することは望ましくない．従って，各数値を比に変換し，各市町
村の世帯数を考慮した数値に変換した．なお，調査対象項目は衣料品（呉服，紳士服，婦人服，子
供服・ベビー服，下着・実用衣料，寝具），文化品（靴・カバン，時計・眼鏡・カメラ用品，楽器・
レジャー用品），耐久品（電気器具，家具・インテリア類），家庭日用品（クスリ・化粧品，日用品
雑貨），食料品（生鮮食料品，その他の食料品，贈答品），贈答品，飲食（外食）の17種である．本
稿では，このうち衣料品，文化品，耐久品，家庭日用品，食料品に関する行動をまとめて「購買行動」
とした．

12） イオングループが2000年３月に北関東最大の大型ショッピングモール（届出売場面積：57,024㎡）を
開店した．

13） 御宿町は大原町の下位地域であるため，計算から除外した．
14） なお，この数値は各市町村住民の就業先を示したものであるため厳密には通勤行動とは異なるが，
市町村間の結節性を示すものとしては有効であろう．

15） 大原町の下位地域である御宿町および，当年において下位地域とならない市町村は計算から除外した．
16） 本稿に利用された3つのデータの調査年度はそれぞれ異なる．Vにおける｢1990年代｣ とは，1988年
の購買行動，1990年の通勤行動，1990年の自動車交通のデータにより算出した結果である．同様に，
｢2000年代｣ とは，2001年の購買行動，2000年の通勤行動，1999年の自動車交通のデータを用いた結
果である．

17） 市町村合併により，千葉県は2006年３月１日に34市32町５村の計71自治体となる．
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